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プール水漏えいの発生とその原因

■平成１３年７月、使用済燃料受入れ・
　貯蔵施設燃料貯蔵プールの漏えい検知
　装置において、１時間あたり約１リッ
　トルの出水を確認

■漏えいの原因は、燃料貯蔵プールの内
　側に張られたステンレス製の板（ライ
　ニングプレート）を溶接する際に、
　問題のある施工が行われ、その箇所に
　小さな穴が発生したため

■調査の結果、平成１４年２月にプール
　水の漏えいであることを確認

①ライニングプレートの寸法が不足
②このため、継ぎ足しのための材料を
　入れて表面のみ溶接
③継ぎ足しのための溶接箇所も含めて
　グラインダで研磨したため、溶接線
　が薄くなった
④その後、時間の経過とともにプール
　水の水圧が加わり、小さな穴が発生
　しプール水が漏えいした

（漏えいがあった箇所の一例）



点検結果および補修計画を取
りまとめ
２９１箇所の施工上問題のあ
る溶接箇所を確認
　　（平成１５年８月）

　　　類似箇所を点検（平成１５年１月開始）
■使用済燃料受入れ・貯蔵施設
　　プールなど　　　　全１４基　点検対象溶接線 約１３ｋｍ
■再処理施設本体

　　ライニング貯槽　　全２５基　点検対象溶接線 約　９ｋｍ

補修作業を開始
（平成１５年９月）

補修作業の様子

類似箇所の点検・補修の開始



補修の完了

■平成１５年１１月１２日
　再処理施設本体の低レベル廃液処理施設の補修
　作業を完了

補修完了後の燃料貯蔵プールの様子

■平成１６年１月２８日
　使用済燃料受入れ・貯蔵
　施設の補修作業を完了し、
　国の使用前検査に合格



埋込金物

壁 面

サポート
配 管

取付ボルト スタッドジベル

埋込金物

スタッドジベル

プール水漏えいの類似箇
所の点検を進める中で、
使用済燃料受入れ・貯蔵
施設において、埋込金物
の移設時にスタッドジベ
ルの切断が行われていた
事象を確認

埋込金物の健全性を確認するため、全ての埋込金物の点検を実施

　・埋込金物の総数　約４８万枚

　・使用済燃料受入れ・貯蔵施設･･･　約　４万枚
　・再処理施設本体･･･････････････　約４４万枚
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　埋込金物のスタッドジベル切断の確認・点検実施
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これら埋込金物の健全性
を確実にするため、後打
ちの金物などを設定
　 （平成１６年１月）

点検の結果、健全性が問
題となる埋込金物はなし
　（平成１５年１２月）

ただし、１４３枚の埋込
金物については、既に構
造物が取り付いているた
め、荷重試験などが実施
できず

追加サポート材

健全性を確認す
ることができな
かった埋込金物

後打ちの金物

既設サポート材

埋込金物の健全性の確認・後打ちの金物の設定



平成１５年　５月　品質保証体制点検に向けた社内体制を構築し、
　　　　　　　　　品質保証活動強化に対する取り組みを開始

平成１５年　６月　原子力安全・保安院から、当社に対して文書に

　　　　　　　　　より指示・厳重注意を受ける

平成１５年　９月　「再処理施設品質保証体制点検計画書」を同院へ

　　　　　　　　　提出し、同計画書に基づく点検を開始

平成１５年１２月　同計画書の改訂版を同院に対して提出

平成１６年　２月　「再処理施設品質保証体制点検結果報告書」を

　　　　　　　　　同院に対して提出

平成１６年　３月　同報告書の改訂版を同院に対して提出

平成１６年　３月　同院から「再処理施設品質保証体制点検結果

　　　　　　　　　報告書に対する評価書」を受領

品質保証体制の点検に関する経緯



品質保証体制の点検の柱

施工上問題のある溶接箇所が多数確認されたほか、埋
込金物のスタッドジベルの切断、硝酸漏れなどが発生

①再処理施設が設計どおり建設されているか、
　設備および建物の健全性の点検を実施

■品質保証とは
　品質に影響を与える活動を体系的に実施するための管理の方法を定め
　ること
■品質保証体制とは
　品質に関して組織を指揮し、管理するための方針および目標を定め、
　その目標を達成するためのシステム

②当社の品質保証体制の改善に向けた点検を
　実施



品質保証体制の点検体制

品質保証活動プロジェクト推進会議

設備健全性
ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ※

品質保証システム
検証ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ※

書類点検チーム
現品点検担当部署

協力会社

協力

品質保証プロセス評価顧問会
・高橋八戸工業大学学長ほか
　４名の学識経験者から構成
・専門的・中立的な観点から
　評価・助言

　　　　第三者審査機関
　ロイド・レジスター・ジャパン
・電気事業法に基づく経済産業
　省指定の安全管理審査機関

社長

※ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ：特定の目的達成のために、期限を定めて
　　　　　　　　共同で作業を行うための組織



再処理施設が健全であることを確認

書類点検

点検対象（再処理施設の設備および建物約２７万基）

点検結果○
約11万基

点検結果
○

点検結果△
約16万基

品質記録の信頼性・
信ぴょう性を確認す
るため、代表設備を
抜き取り、念のため
に現品点検を実施

点検結果
○

現品点検（現品を点検することで健全性を確認）

点検結果
×

図面と現品が相違　４件（弁66台）
これらは、設計仕様どおりの材料に
取り替える、または図面に記述され
た仕様に変更

設備および建物の健全性の確認結果



現品点検の方法

■直接確認
（例）目視による外観点検、

寸法測定

（ポンプの寸法を測定している様子）

■間接確認
（例）国の使用前検査などの記録を確認

■追加確認
（例）耐圧・漏えい検査、　
　　 分解点検、材料分析

（成分分析計を用いて材質を確認している様子）



品質保証体制の自己評価および改善策の策定

■これらに基づき、品質保証体制全体の自己評価を
　行い、４つの改善策を策定

■「設備および建物の健全性の確認」から摘出され
　た課題を踏まえつつ、プール水の漏えいはもとよ
　り、過去に発生した、埋込金物のスタッドジベル
　の切断、硝酸漏えいなどの事象について「根本原
　因分析」を実施

■当時の経営者への聴き取りにより、品質保証
　体制への経営者の関与状況に関する調査



品質保証体制の自己評価と改善策

①化学安全の観点および不具合発生時の影響（補修の困難さ）を考慮し

　た品質保証上の配慮が十分でなかった

②施工段階の品質保証の重要性に対する認識が十分でなかった

③使用済燃料受入れ・貯蔵施設施工時の人員配置に適正さを欠いていた

④協力会社と適切なコミュニケーションを行える体制の確立がなされな
　かった

⑤上記の①～④の事項についてトップマネジメント（社長）の関与が

　不足していた

反
省
点

１．トップマネジメント（社長）による品質保証の徹底

２．再処理事業部の品質マネジメントシステムの改善

３．品質保証を重視した人員配置と人材育成

４．協力会社を含めた品質保証活動の徹底

改
善
策



改善策１　

■社長直属のスタッフとして「品質保証室」を設置し、有識
　者のアドバイス・評価を受けながら「品質マネジメントサ
　イクル（計画→実施→評価→改善）」を主導的に回し、品
　質保証活動の継続的な改善に取り組む　

■協力会社を含めたすべての社員に品質保証を徹底する

　トップマネジメント（社長）による品質保証の徹底

これまでに

■理事を室長とし９名からなる「品質保証準備室」を設置（３月１日）

■「全社品質方針」を社達として全社員に通知（３月８日）

■社内ルール（品質保証規程および各種要則類）を制定･改正（３月２２日～２９日）



■不具合などをより確実に洗い出せるようにするため、品質管
　理に関する管理基準および管理レベルを見直す

改善策２　
再処理事業部の品質マネジメントシステムの改善

■内部監査と品質管理を実施する部署の役割分担を明確にし、
　品質保証活動を継続的に改善していくため、品質保証関連　
　組織を拡充・強化する

※水平展開：不具合が発生した際に、他の設備において同種の不具合が発生しな
　　　　　　いことを確認するために実施する調査・処置

　 　　保安監査部（既設） 　　　　品質管理部（新設）

再処理事業部

・再処理事業部の各部に対する
　品質監査
・協力会社に対する品質監査

・再処理事業部の品質保証計画
　書の策定・改訂
・品質管理活動の運営・推進
・不適合管理に係る水平展開※　
　 の管理・推進



品質保証を重視した人員配置と人材育成

改善策３　

■再処理技術に精通している当社採用社員を主
　体とする体制に変えていくため、電力会社か
　らの出向社員を段階的に減らし、現在、全体
　の60％を占める当社採用社員の増加率を倍増
　させ、平成31年には90％にし、必要な力量を
　身に付けた社員の管理職への登用を積極的に
　進める
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■社員の技能・技術力はもとより、品質保証、
　法令や社内外ルールなどの遵守、安全文化の
　意識向上を図ることとし、その能力レベルを
　「技能・技術認定制度」の中で確認していく
　とともに、特に管理職については、「品質保
　証に関する目標」を設定させ、その実績を評
　価する 品質マネジメントシステム

内部監査員研修の様子
（平成16年3月23日実施）



　協力会社を含めた品質保証活動の徹底
改善策４　

■協力会社が設計どおり施工することを確認するため、技術力
　はもとより、経営状態、品質保証、法令や社内外ルールなど
　の遵守や安全文化に対する取り組み状況を確認・評価する

■当社と協力会社が一体となった品質保証活動を展開するため、
　当社と協力会社の経営層による「品質保証マネジメント会議」
　を設置し、品質保証に対する考え方や実践策の共有化を図る
　とともに、実務者レベルでは、合同パトロールの実施や小集
　団活動※による業務改善に取り組む

※小集団活動：数名からなる小集団によって、業務改善などに取り組む活動

■法令や倫理上の悩みを相談できる窓口として設けている「ダ
　イレクトライン」を再周知し、内容に応じ適切な是正措置を
　講じるとともに、安全性などに関する内容は、ホームページ
　で公表する



改善後の品質保証体制
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信頼回復に向けた取り組み

■社内に「広聴政策会議」を設置し、「地域会議」などで得ら
　れた結果について、各事業の状況などを踏まえながら、経営
　に活かすよう議論を行う

■信頼回復の柱として、広く社会、地域の皆さまの声を伺う広
　聴活動に重点を置くこととし、経営層が、直接、地域の皆さ
　まのご意見やご指摘などを伺う「地域会議」を設置する

■ホームページを一層分かりやすくするとともに、品質保証体
　制の改善策の実施状況などを積極的に公開する


